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泰田　周興嗣と呉均の贈答詩について

は
じ
め
に

梁
の
文
人
、周
興
嗣
は
、梁
の
武
帝
の
命
で
『
次
韻
王
羲
之
書
千
字
』、い
わ
ゆ
る
『
千
字
文
』

を
撰
述
し
た
。『
千
字
文
』
は
、
現
在
で
も
書
の
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
、
優
れ
た
韻
文
と
し

て
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
員
外
散
騎
侍
郎
周
興
嗣
」
の
名
も
世
に
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
『
千
字
文
』
に
つ
い
て
の
論
考
は
日
中
で
多
く
書
か
れ
て
き
た
が
、「
周
興
嗣
」

に
関
す
る
人
物
考
証
は
、
未
だ
充
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
（
１
）。
本
稿
で
は
、
周
興
嗣
と
、

従
来
の
研
究
で
「
終
生
の
友
（
２
）」
と
さ
れ
る
呉
均
と
の
贈
答
詩
に
着
目
し
、
時
系
列
に
沿
っ

て
整
理
し
読
み
解
く
こ
と
で
、
周
興
嗣
の
人
物
考
証
の
歩
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

周
興
嗣
に
比
べ
る
と
、
同
時
代
の
寒
門
知
識
人
で
あ
る
呉
均
に
関
す
る
論
考
は
多
い
。
先
行

研
究
と
し
て
、
ま
ず
森
野
繁
夫
氏
「
梁
の
文
學
集
團
と
個
人
（
二
）
―
呉
均
に
つ
い
て
（
３
）
―
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
論
文
で
は
、
特
に
贈
答
詩
を
多
く
取
り
上
げ
な
が
ら
、
呉
均
の
「
個
人

の
文
学
」
に
つ
い
て
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
続
い
て
、
山
田
英
雄
氏
「
呉
均
の
文
学
に
つ

い
て
―
森
野
繁
夫
氏
の
『
梁
の
文
学
集
団
と
個
人
（
二
）
―
呉
均
に
つ
い
て
―
』
を
読
み
て
（
４
）

―
」
が
書
か
れ
た
。
山
田
氏
は
「
伝
記
記
述
と
詩
論
と
を
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
分
離
し
て
扱
っ

て
い
る
（
５
）」
森
野
氏
に
対
し
て
、
呉
均
の
人
生
を
無
官
時
代
、
任
官
時
代
に
分
期
し
、
詩
と

伝
記
記
述
と
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
論
述
し
て
い
る
。
時
を
隔
て
て
、
笹
岡
恵
美
子
氏
が
「
呉
均

と
周
興
嗣
（
６
）」
を
論
著
し
た
。
こ
れ
は
呉
均
と
周
興
嗣
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
贈
答
詩
九
首
全

て
に
訳
注
を
施
し
、
内
容
に
基
づ
き
そ
の
順
序
と
制
作
時
期
と
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
再
び
森
野
繁
夫
氏
が
「
六
朝
の
文
人
た
ち
―
梁
・
呉
均
（
７
）
―
」
を
著
し
た
が
、
こ
ち
ら

周
興
嗣
と
呉
均
の
贈
答
詩
に
つ
い
て
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は
森
野
氏
旧
稿
に
比
し
て
伝
記
記
述
を
重
視
し
、
斉
代
後
半
、
梁
の
天
監
初
年
、
天
監
中
期
、

天
監
後
期
と
時
系
列
で
考
察
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
と
関
連
性
が
高
い
の
は
、
特
に
笹
岡
氏
の
論
文
で
あ
る
。
中
国
の
呉
均
研
究
に
も
周
興

嗣
と
の
贈
答
詩
に
触
れ
た
も
の
（
８
）
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
制
作
年
代
に
注
目
し
、
笹
岡

氏
の
よ
う
に
九
首
を
通
し
て
二
人
の
関
係
を
考
察
す
る
と
い
う
専
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
本
稿

も
笹
岡
氏
と
同
様
の
手
法
を
用
い
、
伝
記
事
項
と
贈
答
詩
の
内
容
に
基
づ
い
て
詩
の
順
序
を
整

理
し
並
べ
替
え
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
詩
は
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
（
９
）』

を
底
本
と
し
、
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
諸
氏
先
行
研
究
を
、
ま
た
詩
の
解
釈
は
主
に
林
家
驪
氏

の
『
呉
均
集
校
注
（
10
）』
を
参
照
し
た
。

先
行
研
究
と
本
稿
と
の
大
き
な
違
い
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
各
詩
篇
の
詩
題
に

関
し
て
輯
本
の
拠
っ
た
総
集
・
類
書
に
遡
っ
て
検
証
を
行
い
、
そ
の
上
で
詩
の
内
容
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
制
作
年
代
を
考
察
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
森
野
氏
（
2003
）、
笹
岡
氏
が
、
周
興

嗣
と
呉
均
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
贈
答
詩
を
全
部
で
九
首
と
捉
え
た
こ
と
に
対
し
、
本
稿
で
は

十
二
首
と
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
呉
均
か
ら
「
周
承
」
に
宛
て
た
詩
が
三
首
あ
り
、
森
野
氏

（
1969
）は
こ
の
人
物
を
周
興
嗣
で
は
な
く
別
の「
不
遇
な
友
人
の
一
人
」と
考
え
た
。
し
か
し『
詩

紀
』
の
注
に
、「
一
に
『
丞
』
に
作
る
（
11
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
南
斉
末
に
桂
陽
郡
丞
で

あ
っ
た
周
興
嗣
と
も
考
え
ら
れ
、『
呉
均
集
校
注
』
で
も
、
こ
の
三
首
に
つ
い
て
「
周
丞
」（
す

な
わ
ち
周
興
嗣
）
と
作
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
、
と
い
う
（
12
）。
こ
の
「
周
丞
」
の
問
題

及
び
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
述
す
る
。
従
来
の
九
首
に
、「
周
承
」
三
首
を

加
え
て
考
察
す
る
と
、
贈
答
時
期
と
そ
の
順
序
、
ま
た
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
の
論
考

と
は
異
な
る
様
相
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
よ
り
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
周

興
嗣
、
呉
均
と
い
う
寒
門
出
身
の
知
識
人
が
、
い
か
に
斉
末
・
梁
代
を
生
き
た
の
か
を
探
り
、

果
た
し
て
二
人
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。　

一
、
周
興
嗣
と
呉
均
の
伝
記
事
項
と
そ
の
地
位
に
つ
い
て

ま
ず
は
周
興
嗣
と
呉
均
の
伝
記
事
項
（
13
）
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

周
興
嗣
（
四
七
〇
年
頃
〜
五
二
一
年
）
は
字
が
思
簒
で
、
本
貫
は
陳
郡
で
あ
る
。
斉
の
隆
昌

年
間
（
四
九
四
年
）
に
呉
興
太
守
の
謝
朏
と
文
史
を
語
り
、
引
き
立
て
を
得
て
秀
才
に
抜
擢
さ

れ
た
後
、桂
陽
郡
丞
と
な
る
。
太
守
の
王
峻（

14
）は
そ
の
才
能
を
尊
ん
で
丁
重
に
接
し
た
と
い
う
。
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梁
の
武
帝
蕭
衍
が
即
位
し
（
天
監
元
年
、
五
〇
二
年
）
周
興
嗣
は
献
上
し
た
「
休
平
の
賦
」
が

武
帝
に
喜
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
成
王
の
王
国
侍
郎
を
拝
命
し
た
。
天
監
四
年
（
五
〇
五
年
）

に
競
作
し
た
「
舞
馬
の
賦
」
が
巧
み
と
さ
れ
、員
外
散
騎
侍
郎
に
抜
擢
さ
れ
る
。
六
年
（
五
〇
七

年
）
武
帝
が
三
橋
の
旧
宅
を
寄
進
し
て
光
宅
寺
と
し
た
際
に
は
、
寺
牌
の
碑
文
を
陸
倕
と
競
作

し
、
周
興
嗣
の
碑
文
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
よ
り
武
帝
は
七
年
十
月
の
「
北
伐
の
檄
」、『
次
韻
王

羲
之
書
千
字（
千
字
文
）』な
ど
を
周
興
嗣
に
作
ら
せ
る
。
九
年（
五
一
〇
年
）新
安
郡
丞
と
な
っ

た
後
、
任
期
満
了
に
伴
い
ま
た
員
外
散
騎
侍
郎
と
な
り
、
十
二
年
（
五
一
三
年
）
に
給
事
中
に

昇
進
し
た
。
も
と
も
と
風
疽
を
患
っ
て
い
た
が
、
そ
の
年
流
行
病
で
左
目
を
失
明
し
た
。
十
四

年
（
五
一
五
年
）
臨
川
郡
丞
、
十
七
年
（
五
一
八
年
）
給
事
中
。
普
通
二
年
（
五
二
一
年
）
に

死
去
し
た
。

呉
均
（
四
六
九
〜
五
二
〇
年
）
は
字
を
叔
庠
と
い
う
。
呉
興
郡
故
鄣
の
人
で
、寒
門
出
身
だ
っ

た
。
天
監
二
年
（
五
〇
三
年
）
呉
興
太
守
柳
惲
の
主
簿
、六
年
（
五
〇
七
年
）
建
安
王
蕭
偉
（
揚

州
刺
史
）
の
記
室
参
軍
と
な
り
、
九
年
（
五
一
〇
年
）、
建
安
王
が
江
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
王
国
侍
郎
に
任
命
さ
れ
、
府
の
城
局
参
軍
を
兼
ね
る
。
十
二
年
（
五
一
三
年
）、
都
に

戻
り
奉
朝
請
と
な
っ
た
。
天
監
十
四
年
（
五
一
五
年
）、撰
述
し
た
『
斉
春
秋
』
を
献
上
し
た
が
、

武
帝
の
怒
り
を
買
い
免
職
と
な
る
。
天
監
十
六
年
（
五
一
七
年
）
前
後
に
武
帝
の
命
で
『
通
史
』

を
撰
し
、
未
完
の
う
ち
普
通
元
年
（
五
二
〇
年
）
に
五
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

二
人
の
役
職
を
梁
の
十
八
班
官
制
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
周
興
嗣
は
梁
代
に
安
成
王
の
王
国

侍
郎
（
一
班
）
と
な
り
、員
外
散
騎
侍
郎
（
三
班
）、最
終
的
に
は
給
事
中
（
四
班
）
で
あ
っ
た
。

先
祖
を
前
漢
の
周
堪
、
高
祖
父
を
晋
の
周
凝
と
す
る
が
、
曽
祖
父
、
祖
父
、
父
の
名
は
史
書
等

の
記
録
に
見
え
な
い
。
ま
た
王
国
侍
郎
は
十
八
班
官
制
で
一
番
下
の
位
だ
か
ら
、
呉
均
ほ
ど
で

は
な
い
に
せ
よ
、
や
は
り
寒
門
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
史
料
に
「
家
世
寒
賤
」、
す
な
わ

ち
寒
門
出
身
と
明
記
さ
れ
た
呉
均
が
最
後
に
就
い
た
官
職
は
、
奉
朝
請
（
二
班
）
で
あ
る
（
15
）。

以
上
、二
人
の
伝
記
事
項
を
確
認
し
た
。次
章
で
は
各
詩
篇
の
詩
題
と
そ
の
変
遷
を
示
し
、「
周

承
」
が
周
興
嗣
だ
と
思
わ
れ
る
理
由
と
、
先
行
研
究
に
見
え
る
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
整
理

す
る
。

二
、
各
詩
篇
の
詩
題
と
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て

周
興
嗣
・
呉
均
と
も
に
別
集
は
伝
わ
ら
ず
、
総
集
・
類
書
な
ど
に
よ
る
明
代
以
降
の
輯
本
の

み
が
存
す
る
。
表
Ⅰ
に
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』「
梁
詩
」
に
拠
っ
て
各
詩
篇
の
総
集
・
類

書
に
お
け
る
収
載
状
況
を
示
す
（
16
）。
呉
均
が
贈
っ
た
詩
を「
呉
」、周
興
嗣
が
贈
っ
た
詩
を「
周
」

と
し
、
底
本
の
掲
載
順
に
番
号
を
付
し
た
。

ま
ず
、
呉
７
〜
９
の
「
周
承
」
が
「
周
丞
」、
す
な
わ
ち
南
斉
末
に
桂
陽
郡
丞
で
あ
っ
た
周

興
嗣
と
考
え
ら
れ
る
理
由
を
述
べ
る
。『
藝
文
類
聚
』
で
は
呉
７
、
呉
８
は
「
周
承
」
だ
が
、

呉
９
は
「
周
丞
」
で
あ
る
。『
文
苑
英
華
』
で
は
、呉
８
の
詩
題
は
「
遥
贈
周
丞
」
と
し
て
い
る
。

『
詩
紀
』
の
注
で
は
、「
一
に
『
丞
』
に
作
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
丞
」
と
「
承
」
を
混
用
し

た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
句
と
照
ら
し
て
み
て
も
、
呉
１
で
周
興
嗣
を
「
子
雲

表Ⅰ　各詩篇の収載状況と詩題一覧（×印は未収載）
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（
揚
雄
）」
に
喩
え
、
呉
９
で
も
周
興
嗣
へ
の
呼
び
か
け
に
「
子
雲
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
呉

３
で
は
呉
均
自
身
を
「
孺
子
（
徐
稚
）」
と
称
し
て
、
呉
７
で
も
自
分
を
示
す
「
豫
章
徐
（
豫

章
の
徐
稚
）」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
の
対
応
に
つ
い
て
は
『
呉
均
集
校
注
』
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
他
、
黄
崇
浩
氏
、
施
永
慶
氏
、
張
婷
婷
氏
、
崔
軍
紅
氏
と
も
に
「
周

承
」
を
「
周
丞
」
と
し
て
論
を
進
め
て
お
り
、
こ
ち
ら
が
現
在
の
通
説
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

周
興
嗣
が
呉
均
に
宛
て
た
周
１
〜
周
３
に
は
特
筆
す
べ
き
事
項
は
な
い
た
め
、
次
に
呉
１
〜

呉
６
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

呉
２
以
外
は
、『
藝
文
類
聚
』『
初
學
記
』
に
は
収
め
ず
、『
文
苑
英
華
』
で
収
載
さ
れ
た
詩
で
、

同
書
は
詩
題
「
贈
周
散
騎
興
嗣
三
首
」
と
し
て
呉
１
か
ら
呉
３
を
載
せ
た
後
、「
集
本
有
此
長

韻
一
首
與
前
詩
間
有
同
處
今
全
錄
于
此
（
呉
集
に
は
次
の
長
韻
一
首
が
あ
り
、
前
の
詩
と
同
じ

と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
全
て
録
す
）」
と
、
呉
３
・
４
・５
・
６
を
載
せ
る
。
呉
３
が
重
複

し
た
詩
で
あ
る
。
更
に
『
詩
紀
』
で
整
理
が
加
え
ら
れ
、「
長
韻
一
首
」
は
「
贈
周
興
嗣
四
首
」

に
分
け
ら
れ
た
。
底
本
は
『
詩
紀
』
の
分
け
方
を
継
承
し
て
い
る
。

呉
２
は
全
て
の
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
呉
２
の
詩
題
は
、『
藝
文
類
聚
』
で
「
梁
吳
筠
贈

周
興
嗣
詩
」、『
初
學
記
』
で
「
梁
吳
均
贈
周
興
嗣
詩
」
と
周
興
嗣
で
あ
っ
た
も
の
が
、『
文
苑

英
華
』
で
周
散
騎
興
嗣
と
な
っ
て
い
る
。
周
興
嗣
の
最
終
的
な
役
職
は
給
事
中
だ
が
、
一
般
的

に
は
『
千
字
文
』
を
撰
し
た
時
の
役
職
「
員
外
散
騎
侍
郎
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
文
苑
英
華
』

が
編
纂
さ
れ
た
時
、
周
興
嗣
に
宛
て
た
詩
を
ま
と
め
、
詩
の
制
作
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
「
周
散

騎
興
嗣
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
詩
題
に
も
整
理
と
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
詩
題
が
当
時
の

役
職
そ
の
も
の
だ
と
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
筆
者
は
、
詩
の
制
作
時
期
は
、
詩
題
に
加
え
詩
の

内
容
と
伝
記
事
項
と
を
勘
案
し
た
上
で
述
べ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

続
い
て
、
先
行
研
究
に
見
え
る
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
笹
岡
氏
の
論
考
で

は
、
呉
７
〜
９
へ
の
言
及
は
な
く
、
呉
１
〜
６
、
周
１
〜
３
ま
で
を
配
し
て
い
る
。
順
序
は
呉

１
→
呉
２
→
呉
３
→
周
３
→
呉
４
→
周
２
→
呉
５
→
周
１
→
呉
６
で
あ
る
。
始
め
の
呉
１
は
天

監
十
三
年
頃
、
梁
武
帝
に
退
け
ら
れ
た
呉
均
が
、
失
明
し
て
一
時
的
に
官
職
を
退
い
た
周
興
嗣

に
贈
っ
た
（
17
）
と
し
、
二
人
の
贈
答
詩
は
、
晩
年
、
報
わ
れ
な
い
お
互
い
を
思
い
や
っ
て
交
わ

さ
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。
森
野
氏
は
贈
答
詩
の
順
序
に
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
九
首
を

「
い
ず
れ
も
呉
均
が
武
帝
の
機
嫌
を
損
ね
て
い
た
天
監
末
の
作（

18
）」と
考
え
て
い
る
。
以
下
、「
周

承
」
を
別
人
と
し
、
制
作
時
期
を
天
監
末
と
し
た
こ
の
二
説
を
Ａ
説
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
年
表
と

各
説
と
を
対
応
さ
せ
た
表
Ⅱ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

中
国
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
詩
の
制
作
年
代
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
ず
黄
崇
浩
氏
（
以
下

Ｂ
説
と
す
る
）
は
、
斉
代
永
泰
元
年
か
ら
永
元
元
年
（
19
）（

498
〜
499
年
）、
呉
均
が
桂
陽
郡
を
訪

れ
た
際
に
詩
を
贈
り
、
郡
丞
周
興
嗣
が
答
え
た
（
周
３
）
と
す
る
。
梁
代
天
監
元
年
に
、
周
興

嗣
が
安
成
国
侍
郎
と
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
呉
均
が
ま
た
周
興
嗣
を
訪
問
し
た
が
会
え
ず
、
呉

７
、
呉
９
を
贈
っ
た
と
い
う
。
天
監
四
年
（
505
年
）、
周
興
嗣
が
員
外
散
騎
侍
郎
と
な
っ
た
こ

と
で
呉
均
が
春
か
ら
夏
に
か
け
て
周
興
嗣
を
訪
問
し
呉
２
を
贈
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
説
は
、
施
永
慶
、
林
家
驪
（『
呉
均
集
校
注
』）、
崔
軍
紅
諸
氏
で
、
当
該
説
は
斉
代
建
武

四
年
（
497
年
）
に
呉
３
〜
呉

９
、
周
１
〜
３
が
や
り
と
り

さ
れ
、
天
監
四
年
（
505
年
）

に
呉
１
、
呉
２
が
贈
ら
れ
た

と
捉
え
て
い
る
。
詩
題
に
基

づ
き
お
お
よ
そ
の
年
代
を
示

し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

Ｂ
説
、
Ｃ
説
共
に
、
主
題

は
呉
均
の
年
譜
を
整
理
す
る

こ
と
に
あ
る
た
め
、
詩
句
の

対
応
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
周
興

嗣
と
呉
均
の
関
係
性
に
つ
い

て
詳
し
い
考
察
を
加
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
Ｃ

説
は
詩
題
を
単
純
に
制
作
時

期
の
根
拠
と
し
た
こ
と
に
よ

り
、
詩
の
内
容
と
の
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
呉
１

を
天
監
四
年
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
詩
は
周
興
嗣
を
子

雲
（
揚
雄
）
と
敬
通
（
馮
衍
）

左
目
を
失
明

表Ⅱ
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に
、
呉
均
自
身
を
、
子
雲
の
先
輩
に
あ
た
る
司
馬
相
如
に
喩
え
、
詩
の
内
容
も
「
共
作
失
職
人
」

で
あ
る
。
周
興
嗣
が
「
員
外
散
騎
侍
郎
」
と
な
っ
た
天
監
四
年
頃
は
、
梁
武
帝
に
引
き
立
て
ら

れ
て
華
や
か
だ
っ
た
時
期
で
、
そ
の
時
期
に
呉
１
を
贈
っ
た
と
す
れ
ば
疑
問
が
生
じ
る
が
、
Ｃ

説
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
Ａ
説
は
、
呉
１
を
二
人
が
共
に
失
職
し
て
い

た
天
監
十
三
年
ご
ろ
と
い
う
。
確
か
に
周
興
嗣
は
重
篤
な
病
に
罹
患
し
た
が
、
失
職
の
記
録
は

な
く
、
天
監
十
四
年
に
は
臨
川
郡
丞
と
な
っ
て
い
る
。
九
首
の
内
容
自
体
、
晩
年
に
お
互
い
を

思
い
や
っ
た
や
り
と
り
だ
と
は
考
え
難
く
、
斉
末
の
三
首
を
加
え
る
と
尚
更
で
あ
る
。

筆
者
は
十
二
首
の
順
序
を
、
呉
１
→
呉
３
→
呉
４
→
周
３
→
呉
５
→
周
１
→
呉
６
→
周
２
→

呉
７
→
呉
９
→
呉
８
→
呉
２
だ
と
考
え
る
。
そ
の
時
期
は
、
呉
１
が
二
人
共
無
官
で
あ
っ
た
隆

昌
年
間
（
４
９
４
年
）
以
前
、
呉
３
〜
周
２
は
隆
昌
年
間
（
494
年
）
以
降
永
元
元
年
（
499
年
）

頃
ま
で
、
呉
７
〜
９
は
永
元
二
年
（
500
年
）
頃
、
最
後
の
呉
２
は
天
監
四
年
（
505
年
）
頃
で
あ

る
。
呉
１
〜
６
に
つ
い
て
は
、
呉
２
を
除
い
て
『
文
苑
英
華
』
の
収
載
順
と
し
た
上
で
、
あ
い

だ
に
内
容
か
ら
み
て
周
興
嗣
の
返
答
作
と
思
わ
れ
る
も
の
を
周
３
・
１
・
２
の
順
に
配
し
、
そ
の

後
に
「
周
丞
（
承
）」
を
宛
名
と
す
る
呉
７
・
９
・
８
を
置
き
、
呉
２
を
最
も
遅
い
作
と
し
た
。

三
、
贈
答
詩
十
二
首
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
時
系
列
に
整
理
し
た
十
二
首
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
人
名
と
制
作
順
を
考
え
る
上

で
目
を
留
め
る
べ
き
典
故
に
は
横
に
○
を
付
し
た
。
便
宜
上
、
呉
１
〜
周
２
を
グ
ル
ー
プ
１
、

呉
７
〜
呉
２
を
グ
ル
ー
プ
２
と
す
る
。
ま
た
紙
幅
の
関
係
上
、
原
詩
と
現
代
語
訳
の
み
付
す
。

グ
ル
ー
プ
１　

吳
均
「
贈
周
散
騎
興
嗣
詩
二
首
」
一
「
呉
１
」

子○

雲○

好
飲
酒
。
家
在
成
都
縣
。
製
賦
已
百
篇
。
彈
琴
復
千
轉
。
敬○

通○

不
富
豪
。
相○

如○

本
貧
賤
。

共
作
失
職
人
。
包
山
一
相
見
。

子
雲
（
20
）（
揚
雄
）
は
よ
く
酒
を
飲
み
、
そ
の
家
は
成
都
県
に
あ
る
。
賦
を
作
る
こ
と
も

は
や
百
篇
、
琴
を
弾
く
こ
と
さ
ら
に
千
転
。
敬
通
（
21
）（
馮
衍
）
は
富
豪
で
は
な
く
、
相

如
（
22
）（
司
馬
相
如
）
は
も
と
も
と
貧
賤
で
あ
る
。
揃
っ
て
正
当
な
地
位
を
得
ら
れ
ず
、

太
湖
の
包
山
で
一
同
に
会
す
る
。

呉
均
が
贈
っ
た
九
首
の
内
、
他
の
八
首
は
周
興
嗣
が
上
、
呉
均
が
下
と
い
う
身
分
差
を
感
じ

さ
せ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
周
興
嗣
を
子
雲
（
揚
雄
）
と
敬
通
（
馮
衍
）
に
、
呉
均
自
身
を
、
子

雲
と
同
郷
の
先
輩
に
あ
た
る
司
馬
相
如
に
喩
え
て
い
る
。
揚
雄
は
賦
を
作
る
と
き
司
馬
相
如
の

賦
を
手
本
と
し
た
と
い
う
か
ら
、
嘗
て
は
周
興
嗣
が
呉
均
に
学
ぶ
場
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
三
人
を
挙
げ
て
「
共
作
失
職
人
」
と
す
る
部
分
は
、「
正
当
な
地
位
が
得
ら
れ
な
い
」

と
解
釈
し
た
（
23
）。
地
位
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
世
俗
を
離
れ
て
太
湖
の
包
山
（
洞
庭
西
山
）

で
会
お
う
と
述
べ
る
。
こ
の
詩
は
周
興
嗣
、
呉
均
共
に
無
官
の
二
十
代
前
半
に
贈
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
子
雲
は
呉
９
、
敬
通
は
呉
４
で
も
周
興
嗣
を
示
す
人
物
と
し
て
使
わ
れ
る
。

吳
均
「
贈
周
興
嗣
詩
四
首
」
一
「
呉
３
」

孺○

子○

賤
而
貧
。
且
非
席
上
珍
。
唯
安
萊○

蕪○

甑○

。
兼
慕
林○

宗○

巾○

。
百
年
逢
繾
綣
。
千
里
遇
殷
勤
。

願
持
江
南
蕙
。
以
贈
生○

芻○

人○

。

孺
子
（
24
）（
徐
稚
）
は
身
分
が
賤
し
く
貧
し
い
、そ
し
て
「
席
上
の
珍
（
宝
物
）」
で
も
な
い
。

た
だ
甑
に
塵
を
置
く
よ
う
な
貧
し
い
生
活
（
25
）
に
甘
ん
じ
る
の
み
で
、し
か
も
林
宗
（
26
）（
郭

泰
）を
慕
っ
て
い
る
の
だ
。
百
年
も
待
っ
た
と
ば
か
り
に
逢
え
ば
離
れ
ず
、千
里
も
隔
た
っ

て
い
た
か
と
ば
か
り
に
遇
え
ば
親
し
く
交
わ
る
。
江
南
の
蕙
（
か
お
り
草
）
を
手
に
し
て

賢
人
に
贈
り
た
い
と
思
う
。

呉
均
は
自
ら
を
孺
子
（
徐
稚
）
に
喩
え
、
周
興
嗣
を
郭
泰
（
字
は
林
宗
）
に
喩
え
る
。
ま
た

自
分
の
貧
し
さ
を
、食
べ
る
物
に
も
事
欠
き
甑
に
塵
を
生
じ
た
と
い
う
范
冉
の
故
事
に
例
え
る
。

郭
泰
も
家
柄
が
貧
賤
だ
っ
た
が
、
か
つ
て
雨
に
濡
れ
、
そ
の
巾
が
垂
れ
下
が
っ
た
の
を
人
々
が

真
似
た
ほ
ど
慕
わ
れ
て
い
た
。「
以
贈
生
芻
人
」
は
『
後
漢
書
』
徐
稚
伝
に
あ
る
よ
う
に
、
孺

子
（
徐
稚
）
が
郭
泰
の
母
が
亡
く
な
っ
た
際
「
其
の
人
玉
の
如
し
」
を
意
味
す
る
生
芻
を
贈
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
呉
均
は
、
呉
７
で
も
自
分
を
「
豫
章
徐
」
と
称
し
て
い
る
。

吳
均
「
贈
周
興
嗣
詩
四
首
」
二
「
呉
４
」

思
君
欲
何
言
。
中
心
亂
如
霧
。
淚
下
非
一
端
。
愁
來
誰
有
數
。
子
爲
馮○

敬○

通○

。
不
減
汲○

長○

孺○

。

千
里
無
關
梁
。
安
得
王○

喬○

屨○

。

貴
君
の
こ
と
を
考
え
て
何
か
言
い
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
心
の
中
が
乱
れ
て
霧
に
覆
わ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
涙
が
落
ち
る
こ
と
果
て
し
な
く
、
や
っ
て
く
る
悲
し
み
は
、
誰
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が
限
り
あ
る
な
ど
と
言
う
の
か
。
あ
な
た
は
馮
敬
通
（
馮
衍
）
で
あ
り
、
汲
長
孺
（
27
）（
汲

黯
）
に
も
劣
ら
な
い
。
千
里
の
道
の
り
に
あ
な
た
と
い
う
仕
官
に
通
じ
る
関
門
や
橋
も
無

け
れ
ば
、
ど
う
し
て
王
喬
の
く
つ
（
28
）
を
得
て
参
内
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

呉
１
の
敬
通
（
馮
衍
）
を
再
び
挙
げ
る
。
ま
た
汲
長
孺
（
汲
黯
）
は
病
気
が
ち
だ
っ
た
が
、

漢
武
帝
か
ら
古
の
社
稷
の
臣
に
近
い
、
と
評
さ
れ
た
。
周
興
嗣
は
そ
の
汲
長
孺
に
も
劣
ら
な
い

と
す
る
。
寒
門
出
身
の
自
分
に
と
っ
て
仕
官
す
る
こ
と
は
千
里
の
道
の
り
に
匹
敵
す
る
。
仕
官

に
通
じ
る
関
所
の
門
や
、
橋
が
な
け
れ
ば
（
す
な
わ
ち
周
興
嗣
が
い
な
け
れ
ば
）、
ど
う
に
も

な
ら
な
い
、
と
い
う
。
王
喬
が
神
術
で
く
つ
を
番
の
カ
モ
に
変
え
参
内
し
た
と
い
う
故
事
を
用

い
て
仕
官
の
困
難
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
呉
３
、４
か
ら
は
周
興
嗣
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
表
現

に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隆
昌
年
間
（
四
九
四
年
）
以
降
、
周
興
嗣
が
桂
陽
郡
丞
と
し
て

着
任
す
る
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
友
が
先
に
出
世
し
て
ゆ
き
、
取
り
残
さ
れ
た
気
持

ち
を
詩
に
託
す
が
、
同
時
に
周
興
嗣
に
対
し
て
、
仕
官
へ
の
橋
渡
し
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
強

い
願
い
が
現
れ
て
い
る
。

周
興
嗣
「
答
吳
均
詩
三
首
」
三
「
周
３
」

昔
別
襄
城
村
。
同
會
長
安
市
。
誰
學
萊
蕪
甑
。
本
得
王○

喬○

履
。
堦
前
養
素
鶴
。
池
中
飴
赤
鯉
。

一
往
玉
壺
上
。
兼
復
見
蕭○

史○

。

か
つ
て
私
達
は
襄
城
の
村
で
別
れ
、
共
に
長
安
の
市
で
ま
み
え
た
。
誰
が
范
冉
を
真
似
よ

う
と
言
う
の
か
、
貴
君
は
も
と
も
と
王
喬
の
履
を
備
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。
き
ざ
は
し

の
前
で
白
い
鶴
を
養
い
、
池
の
中
で
は
赤
い
鯉
を
養
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
一
度
月

の
上
に
行
き
、
そ
の
上
で
ま
た
蕭
史
（
29
）
に
会
い
た
い
と
思
う
。

呉
均
が
贈
っ
た
呉
３
、
呉
４
と
対
応
す
る
詩
句
「
萊
蕪
甑
」「
王
喬
屨
」
か
ら
、
こ
の
二
首

へ
の
返
答
と
考
え
ら
れ
る
。
仕
官
へ
の
橋
渡
し
を
望
む
呉
均
の
訴
え
か
け
に
、
真
正
面
か
ら
答

え
ず
躱
し
て
い
る
よ
う
な
返
答
で
あ
る
。
呉
均
と
同
じ
く
寒
門
出
身
の
周
興
嗣
に
、
当
時
呉
均

の
橋
渡
し
を
す
る
力
は
無
く
、
こ
う
答
え
る
よ
り
他
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
仕
官
で
き
る

実
力
は
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
相
手
を
立
て
る
。ま
た
王
喬
の
履
か
ら
の
連
想
で
、

蕭
を
吹
い
て
白
鶴
を
庭
に
呼
び
寄
せ
、
最
後
に
は
鳳
凰
と
共
に
飛
び
去
っ
た
と
い
う
仙
人
の
蕭

史
を
呉
均
に
喩
え
る
。

吳
均
「
贈
周
興
嗣
詩
四
首
」
三
「
呉
５
」

與
君
初
相
知
。
不
言
異
一
宿
。
意
欲
褰
衣
裳
。
陰
雲
亂
人
目
。
之
子
伏
高
卧
。
伊
予
空
杼
軸
。

無
因
渡
淇
水
。
見
此
猗
猗
竹
。

貴
君
と
初
め
て
相
知
と
な
っ
た
頃
、
一
晩
で
す
ら
離
れ
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
心
は
衣

裳
の
す
そ
を
か
か
げ
て
会
い
に
行
き
た
い
と
望
む
け
れ
ど
も
、
雨
雲
が
私
の
心
を
乱
し
て

し
ま
う
。
こ
の
方
は
安
定
し
た
地
位
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
さ
れ
る
が
、
こ
の
私
は
杼
も
軸

も
空
に
す
る
ほ
ど
貧
し
い
。
淇
水
を
渡
る
す
べ
も
な
く
、
あ
の
麗
し
い
竹
を
目
に
す
る
こ

と
が
か
な
わ
な
い
。

呉
均
か
ら
周
興
嗣
に
対
し
て
、
初
め
て
心
を
許
し
あ
っ
た
こ
ろ
は
極
め
て
親
密
だ
っ
た
が
、

身
分
の
違
い
が
で
き
て
会
い
に
行
く
こ
と
も
出
来
な
い
と
嘆
く
。

周
興
嗣
「
答
吳
均
詩
三
首
」
一
「
周
１
」

明
燈
照
暗
室
。
邊○

韶○

對
趙○

壹○

。
但
酌
中
山
酒
。
唯
甘
江
浦
橘
。
風
動
雲
入
箕
。
雨
至
月
離
畢
。

王○

丹○

贈
不
拜
。
是
我
相
知
日
。

明
る
い
燈
が
暗
い
部
屋
を
照
ら
す
よ
う
に
邊
韶
（
30
）
は
趙
壹
（
31
）
と
向
か
い
合
う
。
ひ
た

す
ら
中
山
酒
（
千
日
の
酒
）
を
飲
み
、
江
浦
の
橘
を
味
わ
い
満
足
す
る
ば
か
り
。
風
が
動

く
の
は
、
雲
が
風
を
司
る
箕
星
に
入
り
、
雨
が
降
る
の
は
月
が
畢
星
に
か
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
王
丹
は
陳
遵
に
拝
礼
し
な
い
こ
と
を
贈
っ
た
（
32
）。
こ
れ
が
私
の
相
知
と
な
っ
た

日
だ
。

今
度
は
周
興
嗣
か
ら
見
た
相
知
の
日
を
語
る
。
文
章
の
才
で
知
ら
れ
、
弁
舌
が
巧
み
だ
っ
た

邊
詔
を
呉
均
に
喩
え
る
。
才
を
恃
ん
で
倨
傲
だ
っ
た
こ
と
か
ら
排
斥
さ
れ
た
り
、
後
に
罪
に
問

わ
れ
死
に
そ
う
な
と
こ
ろ
を
友
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
趙
壹
を
周
自
身
に
喩
え
て
い
る
。
知
り

合
っ
た
頃
は
出
世
や
仕
官
の
こ
と
に
煩
わ
さ
れ
ず
、
た
だ
酒
を
酌
み
交
わ
し
橘
を
味
わ
う
単
純

に
仲
の
良
い
関
係
だ
っ
た
と
い
う
意
を
含
む
か
。「
贈
不
拝
」
は
、王
丹
が
匈
奴
の
使
者
と
な
っ

た
陳
遵
に
贈
る
も
の
が
な
い
為
、
丁
重
に
拝
礼
し
な
い
こ
と
を
贈
っ
た
と
い
う
故
事
を
指
し
、

ま
る
で
王
丹
と
陳
遵
の
よ
う
に
何
も
持
た
な
い
我
々
二
人
だ
っ
た
、
と
い
う
。
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吳
均
「
贈
周
興
嗣
詩
四
首
」
四
「
呉
６
」

可
怨
異
公
子
。
終
自
不
敢
言
。
青
松
蔽
南
隴
。
白
雲
生
北
園
。
沈
憂
無
人
語
。
默
念
空
憑
軒
。

安
得
湛
盧
劍
。
以
報
相
知
恩
。

我
が
身
が
貴
公
子
で
な
い
こ
と
が
怨
め
し
い
、
と
う
と
う
自
分
か
ら
は
言
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
青
々
と
し
た
松
は
南
の
畝
を
お
お
い
、
白
い
雲
は
北
の
園
林
に
生
じ
る
。
深

い
憂
い
に
沈
み
語
ら
う
こ
と
も
な
く
、
黙
っ
て
考
え
込
み
た
だ
欄
干
に
寄
り
か
か
っ
て
い

る
。
な
ん
と
か
湛
盧
の
剣
（
33
）
を
得
て
、
相
知
の
恩
に
報
い
た
い
も
の
だ
。

自
分
の
境
遇
に
絶
望
を
滲
ま
せ
な
が
ら
も
、
呉
均
が
訴
え
た
い
の
は
や
は
り
仕
官
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
湛
盧
の
剣
は
、越
の
欧
冶
子
が
作
り
呉
王
闔
閭
が
こ
れ
を
得
た
が
、闔
閭
が
無
道
だ
っ

た
為
に
楚
の
昭
王
の
も
と
に
移
っ
た
と
い
う
宝
剣
で
あ
る
。
こ
の
宝
剣
を
手
に
し
て
、
つ
ま
り

仕
官
し
て
周
興
嗣
に
報
い
た
い
と
い
う
。

周
興
嗣
「
答
吳
均
詩
三
首
」
二
「
周
２
」

驚
鳧
起
北
海
。
儀
鳳
飛
上
林
。
鶱
低
不
同
翼
。
歡
楚
亦
殊
音
。
曀
曀
夕
雲
起
。
落
落
曉
星
沈
。

李○

陵○

報
蘇○

武○

。
但
令
知
我
心
。

驚
き
飛
び
立
つ
野
鴨
は
北
方
の
海
（
最
遠
の
地
）
か
ら
飛
び
立
ち
、
鳳
凰
は
天
子
の
庭
園

を
飛
ぶ
。
高
く
ま
た
低
く
飛
ぶ
の
は
、（
鳳
凰
と
野
鴨
で
は
）
そ
の
翼
が
異
な
り
、
喜
び

と
苦
痛
の
鳴
き
声
も
ま
た
異
な
る
の
だ
。
日
が
陰
っ
て
暗
い
と
こ
ろ
か
ら
夕
雲
は
起
ち
、

ま
ば
ら
に
寂
し
く
暁
天
の
星
は
沈
ん
で
ゆ
く
。
李
陵
が
蘇
武
に
お
答
え
す
る
（
34
）
の
は
、

た
だ
自
分
の
考
え
を
お
知
ら
せ
し
た
い
か
ら
だ
。

現
存
す
る
中
で
周
興
嗣
か
ら
呉
均
に
贈
っ
た
最
後
の
詩
で
あ
る
。
呉
６
「
可
怨
異
公
子
」
の

流
れ
で
、
貴
公
子
と
寒
門
を
対
比
さ
せ
、
寒
門
出
身
者
の
出
世
の
厳
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
李

陵
を
周
興
嗣
、
蘇
武
を
呉
均
と
す
る
こ
と
で
二
人
を
同
じ
報
わ
れ
ぬ
側
に
置
き
、「
我
々
は
、

寒
門
出
身
者
と
し
て
弁
え
よ
う
」
と
伝
え
て
い
る
。
同
時
に
、
仕
官
を
焦
る
呉
均
を
諌
め
（
35
）、

仕
官
活
動
を
手
助
け
す
る
気
は
な
い
と
暗
に
示
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
が
グ
ル
ー
プ
１
で
、
二
人
が
親
し
か
っ
た
頃
で
あ
る
。
呉
１
は
、
揚
雄
と
司
馬
相

如
と
の
対
比
で
呉
均
の
優
越
を
思
わ
せ
る
が
、
二
首
目
以
降
は
二
人
の
立
場
が
変
わ
っ
た
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。呉
均
は
二
人
の
結
び
つ
き
を
何
と
か
自
分
自
身
の
仕
官
に
役
立
て
た
か
っ
た
。

あ
る
時
は
相
手
を
讃
え
、
友
情
を
強
調
し
、
ま
た
あ
る
時
は
絶
望
し
て
み
せ
る
呉
均
に
対
し
て

周
興
嗣
は
周
３
・
周
１
で
は
正
面
か
ら
答
え
て
い
な
い
が
、
周
２
で
は
呉
均
を
諌
め
て
い
る
。

「
但
令
知
我
心
」
と
い
う
言
葉
が
周
興
嗣
の
誠
意
で
あ
り
、
答
え
は
「
寒
門
と
し
て
の
立
場
を

弁
え
る
こ
と
」
だ
っ
た
。

次
の
グ
ル
ー
プ
２
は
、周
興
嗣
が
桂
陽
郡
丞
に
着
任
し
た
後
の
呉
均
詩
三
首
と
、梁
代
に
入
っ

て
か
ら
の
最
後
の
一
首
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
２　

吳
均
「
詣
周
承
不
值
因
贈
此
詩
」「
呉
７
」　

竹
枝
任
風
轉
。
蘭
心
逐
風
卷
。
青
雲
葉
上
團
。
白
露
花
中
泫
。
聞
君
入
綺
疏
。
聊
寄
錦
中
書
。

一
隨
平
原
客
。
寧
憶
豫○

章○

徐○

。

竹
の
枝
は
風
に
く
る
く
る
と
回
さ
れ
る
が
ま
ま
、
君
子
の
心
は
激
し
く
吹
く
風
に
従
っ
て

乱
さ
れ
る
。
青
雲
は
木
々
の
葉
の
上
に
集
ま
り
、
白
露
は
花
の
中
に
滴
っ
て
い
る
。
貴
君

は
美
し
い
窓
の
う
ち
に
い
る
と
聞
い
た
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
錦
字
書
（
貴
君
を
慕
っ
て
贈
る

文
）
を
贈
ろ
う
。
ひ
と
た
び
平
原
君
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ン
を
得
た
あ
な
た
は
、
も
は
や
豫

章
の
徐
稚
た
る
わ
た
し
の
こ
と
な
ど
思
い
出
し
て
く
れ
な
い
。

呉
均
は
、
桂
陽
郡
丞
と
な
っ
た
周
興
嗣
を
遥
々
訪
ね
た
が
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

あ
る
い
は
、
周
興
嗣
の
方
は
会
う
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
謝
朏
や
王
峻
と
い
う
名

門
貴
族
ら
に
認
め
ら
れ
前
途
洋
々
た
る
周
興
嗣
に
対
し
て
、
呉
３
と
同
様
に
徐
稚
を
用
い
旧
情

に
訴
え
か
け
た
が
、
次
の
詩
を
見
る
と
返
答
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

吳
均
「
周
承
未
還
重
贈
詩
」「
呉
９
」

石
渠
閴
無
人
。
子○

雲○

今
何
在
。顧
望
獨
懷
憂
。
銜
杯
竟
誰
待
。
散
雪
逐
吹
寒
。
蓬
姿
浮
霜
采
。

甘
泉
無
竹
花
。
鵷
鶵
欲
還
海
。

石
渠
は
静
ま
り
か
え
っ
て
誰
も
い
な
い
、
子
雲
（
揚
雄
）
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
。

振
り
返
っ
て
望
み
独
り
憂
い
を
抱
き
、
杯
の
酒
を
口
に
含
ん
で
（
私
は
）
一
体
誰
を
待
つ

と
言
う
の
か
。
散
る
雪
は
吹
寒
（
吹
雪
）
に
従
い
、
蓬
姿
は
霜
の
彩
を
浮
か
べ
る
。
甘
泉

に
は
口
に
す
べ
き
竹
の
花
が
な
い
の
だ
か
ら
、
鵷
鶵
（
鳳
凰
の
ひ
な
）
は
海
へ
還
ろ
う
と

思
う
。
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泰田　周興嗣と呉均の贈答詩について

呉
均
は
再
び
周
興
嗣
を
訪
れ
た
が
、
や
は
り
会
う
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。「
子
雲
好
飲
酒
」

で
も
挙
げ
た
子
雲
（
揚
雄
）
を
再
び
周
興
嗣
に
喩
え
て
い
る
。
前
に
訪
問
し
た
の
は
「
白
露
」

の
秋
（
36
）
で
、
こ
の
詩
で
は
季
節
は
冬
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
甘
泉
宮
は
秦
代
の
離
宮
を
漢

の
武
帝
が
増
築
し
た
も
の
で
、
揚
雄
は
「
甘
泉
賦
」
を
作
っ
た
（
37
）。
諦
め
て
帰
る
し
か
な
い

呉
均
の
や
る
せ
な
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

吳
均
「
遥
贈
周
承
詩
」「
呉
８
」

巨
石
亂
天
崖
。
雜
樹
鬱
參
差
。
伯○

魚○

留
蜀
郡
。
長○

房○

還
葛
陂
。
練
練
波
中
月
。
亭
亭
雲
上
枝
。

高
岑
蔽
人
者
。
無
處
得
相
知
。

巨
石
が
天
の
果
て
を
乱
し
、
雑
木
が
入
り
混
じ
り
茂
っ
て
い
る
。
伯
魚
（
38
）（
第
五
倫
）

は
蜀
郡
に
留
ま
り
、
長
房
（
39
）（
費
長
房
）
は
葛
陂
に
還
る
。
真
っ
白
な
波
中
の
月
、
高

く
そ
び
え
る
雲
上
の
枝
。
高
い
山
の
峰
が
人
を
蔽
っ
て
し
ま
う
な
ら
、
友
人
を
得
る
場
所

な
ど
、
ど
こ
に
も
無
い
。

後
漢
の
官
僚
で
あ
る
伯
魚
（
第
五
倫
）
を
周
興
嗣
に
喩
え
、
方
士
の
費
長
房
を
呉
均
に
喩
え

て
い
る
。
仙
人
修
行
に
失
敗
し
た
費
長
房
は
壺
公
に
も
ら
っ
た
竹
の
杖
に
跨
っ
て
汝
南
の
家
に

還
り
、
葛
陂
に
捨
て
た
と
こ
ろ
そ
の
杖
は
龍
だ
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
こ
の
詩
は
呉
均
が
桂

陽
郡
か
ら
の
帰
途
贈
っ
た
詩
だ
と
分
か
る
。
二
人
は
高
い
山
の
峰
に
隔
て
ら
れ
、
既
に
友
人
と

は
呼
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
で
呉
均
の
詩
に
は
「
王
桂
陽
」
に
宛
て
た
「
贈
王
桂

陽
」「
贈
王
桂
陽
別
三
首
」
が
あ
り
、
森
野
氏
（
1969
）、
山
田
氏
は
周
興
嗣
を
通
じ
て
「
王
桂
陽
」

に
接
点
を
持
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
森
野
氏
は
「
王
桂
陽
に
贈
り
て
別
る
」
詩
に
は 

「
寒
族
出
身
の
悲
哀
を
移
入
し
た
よ
う
な
、
暗
い
自
然
風
景
が
詠
わ
れ
て
い
る
」
と
し
、
山
田

氏
は
同
詩
か
ら
悲
痛
な
挫
折
の
思
い
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
40
）。
こ
れ
ら
の
詩
は
呉
７
〜
呉
９

と
同
時
期
に
贈
ら
れ
、
呉
均
は
「
王
桂
陽
」
に
も
そ
の
部
下
「
周
丞
」
た
る
周
興
嗣
に
も
相
手

に
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

吳
均
「
贈
周
散
騎
興
嗣
詩
二
首
」
二
「
呉
２
」

昔
賢
當
路
者
。
聲
名
振
華
夏
。
朱
輪
玳
瑁
牛
。
紫
鞚
連
錢
馬
。
朝
花
舞
風
去
。
夜
月
窺
窗
下
。

想
君
貴
易
朋
。
居
然
應
見
捨
。　
　
　
　
　

昔
な
じ
み
の
賢
者
た
る
君
は
今
や
重
要
な
地
位
に
つ
き
、そ
の
名
声
を
華
夏
に
轟
か
せ
た
。

朱
塗
り
の
車
を
引
く
べ
っ
甲
で
飾
っ
た
牛
、
紫
の
鞍
を
つ
け
た
連
錢
馬
。
朝
開
く
花
は
つ

む
じ
風
に
吹
か
れ
て
去
り
、
夜
の
月
は
窓
下
を
そ
っ
と
覗
き
見
る
。
想
像
す
る
と
こ
ろ
、

貴
君
は
高
官
の
地
位
と
友
と
を
交
換
し
た
の
だ
。
あ
ろ
う
こ
と
か
、
恐
ら
く
（
私
は
）
捨

て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

武
帝
の
時
代
が
始
ま
り
、
周
興
嗣
は
「
休
平
の
賦
」
で
安
成
王
の
王
国
侍
郎
、
天
監
四
年

（
五
〇
五
年
）
に
は
員
外
散
騎
侍
郎
に
抜
擢
さ
れ
た
。
一
方
当
時
の
呉
均
は
、
呉
興
太
守
柳
惲

の
主
簿
に
は
な
っ
た
が
周
興
嗣
ほ
ど
の
活
躍
は
み
せ
て
い
な
い
。
嘗
て
は「
不
言
異
一
宿
」だ
っ

た
周
興
嗣
が
手
の
届
か
な
い
存
在
と
な
り
、
桂
陽
郡
で
の
門
前
払
い
と
も
言
え
る
出
来
事
を
経

て
、
呉
均
は
愛
憎
や
葛
藤
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。「
昔
賢
當
路
者
」
と
い
う
大
げ
さ
な
賛
辞
に

は
皮
肉
を
、「
想
君
貴
易
朋
」に
は
周
興
嗣
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
を
含
む
。
桂
陽
郡
で
の
三
首
、

ま
た
周
興
嗣
が
抜
擢
さ
れ
た
時
期
を
踏
ま
え
、
こ
の
詩
を
天
監
初
期
、
呉
均
か
ら
周
興
嗣
に
最

後
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
。

お
わ
り
に

寒
門
出
身
の
二
人
の
関
係
は
、
果
た
し
て
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
「
終
生
の
友
」

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
も
っ
と
複
雑
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
二
人
は
若
い
頃
に

は
親
密
で
あ
っ
た
、
し
か
し
、
謝
朏
の
引
き
立
て
を
得
て
浮
上
し
仕
官
し
た
周
興
嗣
と
、
な
か

な
か
浮
上
で
き
な
か
っ
た
呉
均
と
で
は
そ
の
関
係
に
歪
み
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
呉
均
の
詩

に
は
、
時
に
は
相
手
を
褒
め
称
え
、
時
に
は
哀
切
を
込
め
、
周
興
嗣
と
の
友
情
関
係
を
な
ん
と

か
仕
官
へ
の
足
が
か
り
に
繋
げ
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
見
え
る
。
一
方
の
周
興
嗣
は
、
そ

れ
を
躱
し
た
り
諌
め
た
り
し
た
後
、
郡
丞
と
し
て
桂
陽
郡
に
着
任
し
た
。
呉
均
も
そ
の
後
桂
陽

郡
へ
と
赴
き
、
周
興
嗣
と
そ
の
上
司
で
あ
る
王
峻
に
詩
を
贈
っ
た
が
う
ま
く
は
い
か
ず
、
周
興

嗣
に
会
う
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
周
興
嗣
が
会
わ
な
か
っ
た
の
は
、
本
人
の
意
向
だ
っ
た

か
、王
峻
の
顔
色
を
反
映
し
た
も
の
か
、は
た
ま
た
斉
末
の
混
乱
期
に
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
呉
均
は
周
興
嗣
に
怒
り
や
恨
み
に
も
似
た
感
情
を
抱
き
、
最

後
の
詩
で
「
想
君
貴
易
朋
」
と
述
べ
る
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
梁
武
帝
に
近
侍
し
『
千
字
文
』
の
制
作
を
命
じ
ら
れ
た
周
興
嗣
と
、『
斉
春
秋
』

の
撰
述
を
巡
っ
て
武
帝
の
怒
り
を
買
っ
た
呉
均
と
で
、二
人
の
差
は
更
に
顕
著
に
な
っ
て
ゆ
く
。
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若
き
日
の
二
人
の
贈
答
詩
か
ら
は
、
南
斉
末
期
に
於
け
る
寒
門
出
身
の
知
識
人
の
様
相
を
伺
う

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
著
名
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
の
人
物
研
究
が
余
り
進
ん
で
い
な
い
周
興

嗣
に
つ
い
て
、『
千
字
文
』
以
前
の
姿
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
1
）　

泰
田
利
栄
子
「
周
興
嗣
の
人
物
考
証
か
ら
見
る
『
千
字
文
』
編
綴
時
期
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
第

二
十
三
巻
、
二
〇
二
一
年
）
は
、『
梁
書
』『
南
史
』
に
よ
っ
て
周
興
嗣
の
人
物
考
証
を
行
い
、『
千
字
文
』
編
綴
時

期
と
、
蕭
子
範
『
千
字
文
』
と
の
関
係
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
周
興
嗣
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
主
に
当
該
論

考
を
参
照
し
た
。

（
2
）　

森
野
繁
夫
「
六
朝
の
文
人
た
ち
―
梁
・
呉
均
―
」（『
中
國
學
論
集
』
第
三
十
四
號
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
頁
。

（
3
）　

森
野
繁
夫
「
梁
の
文
學
集
團
と
個
人
（
二
）
―
呉
均
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
十
一
集
、

一
九
六
九
年
）。
当
該
論
考
は
、
同
氏
『
六
朝
詩
の
研
究
』
第
四
章
（
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六
年
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

（
4
）　

山
田
英
雄
「
呉
均
の
文
学
に
つ
い
て
―
森
野
繁
夫
氏
の
『
梁
の
文
学
集
団
と
個
人
（
二
）
―
呉
均
に
つ
い
て
―
』

を
読
み
て
―
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
五
十
二
、一
九
七
一
年
）。

（
5
）　

前
掲
註
（
４
）
論
文
、
四
頁
。

（
6
）　

笹
岡
恵
美
子
「
呉
均
と
周
興
嗣
」（『
山
本
昭
教
授
退
休
記
念
中
国
学
論
集
』、
白
帝
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
7
）　

前
掲
註
（
２
）
論
文
。

（
8
）　

黄
崇
浩
「
呉
均
生
平
与
著
述
考
索
」（『
文
献
』
四
期
、一
九
九
八
年
）。
施
永
慶
「
呉
均
行
年
著
述
考
略
」（『
山

東
師
大
学
報
』
第
五
期
、
一
九
九
九
年
）。
張
婷
婷
「
論
呉
均
的
贈
答
詩
」（『
斉
斉
哈
爾
大
学
学
報
』
五
期
、

二
〇
一
五
年
）。
崔
軍
紅
「
呉
均
年
譜
簡
編
」（『
河
南
科
技
学
院
学
報
』
第
三
十
六
巻
、
二
〇
一
六
年
）。

（
9
）　

逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）。

（
10
）　

林
家
驪
校
注
『
呉
均
集
校
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
11
）　

馮
惟
訥
『
古
詩
紀
』（
王
雲
五
主
編
『
四
庫
全
書
珍
本
』
三
十
二
巻
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）。

（
12
）　

前
掲
註
（
10
）
書
、
一
五
九
頁
。

（
13
）　

中
華
書
局
版
の
『
梁
書
』（
一
九
七
三
年
）、『
南
史
』（
一
九
七
五
年
）、
周
興
嗣
は
前
掲
註
（
１
）
論
文
、
呉

均
は
前
掲
註
（
10
）
書
、
前
掲
註
（
２
）、（
４
）
論
文
等
を
参
照
。

（
14
）　
『
梁
書
』
周
興
嗣
伝
は
「
王
嶸
」
に
作
り
、
校
勘
記
で
『
冊
府
元
亀
』
を
引
き
「
王
峻
」
だ
ろ
う
と
い
う
。
本

稿
は
こ
れ
を
受
け
て
「
王
峻
」
で
統
一
す
る
。

（
15
）　

宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究　

科
挙
前
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
年
）、
三
二
八
頁
を
参
照
。

（
16
）　

欧
陽
詢
『
藝
文
類
聚
』（
中
華
書
局
、一
九
六
五
年
）、『
宋
本
藝
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
三
年
）。

徐
堅
『
初
學
記
』（
新
興
書
局
、
一
九
六
六
年
）、
同
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）。
彭
叔
夏
『
文
苑
英
華
』（
華

聯
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）。『
詩
紀
』
は
前
掲
註
（
11
）
書
。

（
17
）　

前
掲
註
（
６
）
論
文
、
一
〇
九
頁
。

（
18
）　

前
掲
註
（
２
）
論
文
、
十
四
頁
。

（
19
） 

黄
氏
は
、
周
興
嗣
が
桂
陽
郡
丞
と
な
っ
た
時
期
を
永
泰
元
年
か
ら
永
元
元
年
（
498
〜
499
年
）
と
考
え
る
。
し
か

し
楊
徳
才
「
梁
代
作
家
二
考
」（『
中
国
韻
文
学
刊
』
第
一
期
、
一
九
九
九
年
）
は
、
王
峻
が
桂
陽
太
守
と
な
っ
た

時
期
か
ら
、
周
興
嗣
は
永
元
二
年
（
500
年
）
桂
陽
郡
丞
に
な
っ
た
と
示
し
て
い
る
。
寒
門
出
身
者
と
し
て
三
十
歳

以
降
の
仕
官
が
妥
当
で
あ
り
、
本
稿
も
桂
陽
郡
丞
の
時
期
を
永
元
二
年
ご
ろ
と
考
え
る
。

（
20
）　
『
漢
書
』
巻
八
十
七
、
揚
雄
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）。

（
21
）　
『
後
漢
書
』
巻
二
十
八
、
馮
衍
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
22
）　
『
漢
書
』
巻
五
十
七
、
司
馬
相
如
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）。

（
23
）　

前
掲
註
（
10
）
書
、
一
四
八
頁
で
は
『
楚
辞
』
を
挙
げ
、「
失
職
」
は
学
識
と
職
位
が
合
わ
な
い
こ
と
と
い
う
。

（
24
）　
『
後
漢
書
』
巻
五
十
三
、
徐
稺
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
25
）　
『
後
漢
書
』
巻
八
十
一
、
范
冉
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
26
）　
『
後
漢
書
』
巻
六
十
八
、
郭
太
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。
李
賢
注
に
范
曄
は
父
の
名
を
避
け
「
太
」

と
し
た
と
あ
る
。

（
27
）　
『
漢
書
』
巻
五
十
、
汲
黯
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）。

（
28
）　
『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
、
王
喬
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
29
）　

劉
向
『
列
仙
伝
』
蕭
史
（『
百
部
叢
書
集
成
』
六
五
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）。

（
30
）　
『
後
漢
書
』
巻
八
十
、
邊
韶
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
31
）　
『
後
漢
書
』
巻
八
十
、
趙
壹
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
32
）　
『
後
漢
書
』
巻
二
十
七
、
王
丹
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。『
東
観
漢
記
』（
王
雲
五
主
編
『
叢
書
集
成

簡
編
』
八
四
五
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）、
王
丹
伝
「
更
始
時
。
遵
爲
大
司
馬
護
軍
。
出
使
匈
奴
。
過

辭
於
丹
。
丹
曰
。
俱
遭
時
反
覆
。
惟
我
二
人
。
爲
天
所
遺
。
今
子
當
之
絕
域
。
無
以
相
贈
。
贈
子
以
不
拜
。
遂
揖

而
別
。
遵
甚
悅
之
」。

（
33
）　
『
越
絶
書
』
越
絶
外
伝
記
宝
剣
第
十
三
（『
百
部
叢
書
集
成
』
六
六
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）。

（
34
）　
『
六
臣
注
文
選
』
第
二
十
九
巻
、
雑
詩
上
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
に
李
少
卿
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
が
載

る
。

（
35
）　
『
梁
書
』
巻
一
、
武
帝
紀
上
「
且
聞
中
間
立
格
，
甲
族
以
二
十
登
仕
，
後
門
以
過
立
試
吏
…
…
」。
と
あ
る
よ

う
に
、
斉
代
、
後
門
（
寒
門
）
出
身
者
は
通
常
三
十
歳
過
ぎ
て
任
用
さ
れ
て
い
た
。

（
36
）　

前
掲
註
（
10
）
書
、
一
五
九
頁
。

（
37
）　

前
掲
註
（
10
）
書
、
一
六
二
頁
。

（
38
）　
『
後
漢
書
』
巻
四
十
一
、
第
五
倫
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
39
）　
『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
、
費
長
房
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）。

（
40
）　

前
掲
註
（
３
）
論
文
四
頁
、
前
掲
註
（
４
）
論
文
。
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泰田　周興嗣と呉均の贈答詩について

周興嗣與吳均之間的贈答詩
―《千字文》以前的周興嗣―

泰田　利榮子

齊梁文人周興嗣為《千字文》的編撰者，雖然馳名中外，但目前對其人物研究之相關資料仍為數不多。本論文將
周興嗣與吳均之間的十二首贈答詩，依時序整理後，再針對贈與時間及內容進行考察。

周興嗣和吳均都是寒門士人，年輕時關係很親近，吳均就曾以「不言異一宿」來表達兩人之間的關係。可是獲得
謝朏讚賞而仕途一路順遂的周興嗣與仕途不順的吳均之間關係產生變化，漸漸疎遠。南齊末，吳均前去拜訪時任桂
陽郡丞的周興嗣卻無法見面，因此吳均在送給周興嗣的最後一首詩中寫道「想君貴易朋，居然應見捨」。透過兩人
年輕時的十二首贈答詩，可以了解在南齊末年間，出身寒門的知識份子的狀況，特別是能夠一探在編撰《千字文》
以前的周興嗣。

關鍵詞：周興嗣，吳均，贈答詩，寒門，人物研究


